「る・らる」の尊敬用法の拡張 by 吉田 永弘 & Nagahiro YOSHIDA
﹁
る
・
ら
る
﹂
の
尊
敬
用
法
の
拡
張
吉
田
永
弘
は
じ
め
に
﹁
る
・
ら
る
﹂
の
尊
敬
用
法
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
共
時
的
観
点
に
よ
る
も
の
で
は
、
変
体
漢
文
資
料
で
の
使
用
例
が
多
く
和
文
資
料
で
は
﹁
仰
せ
ら
る
﹂
を
除
き
使
用
例
が
少
な
い
こ
と
、
和
文
資
料
で
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
男
性
の
発
話
で
の
使
用
例
が
多
い
こ
と
な
ど
、
お
も
に
位
相
的
偏
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︵
森
野
宗
明
［
一
九
七
一
］︶
。
通
時
的
観
点
に
よ
る
も
の
で
は
、
尊
敬
用
法
の
発
生
が
受
身
・
自
発
・
可
能
用
法
に
遅
れ
る
こ
と
、
中
世
に
お
い
て
尊
敬
用
法
が
全
盛
を
迎
え
る
こ
と
、
中
世
で
は
中
古
に
比
べ
て
待
遇
対
象
が
よ
り
上
位
の
人
物
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︵
森
野
宗
明
［
一
九
六
九
］・
此
島
正
年
［
一
九
七
三
］・
黒
沢
幸
子
［
一
九
七
八
］・
大
久
保
一
男
［
一
九
九
五
］・
泉
基
博
［
一
九
九
八
］︶。
ま
た
、
尊
敬
用
法
の
発
生
過
程
に
つ
い
て
は
、
自
発
起
源
説
や
受
身
起
源
説
な
ど
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
︵
辛
島
美
絵
［
二
〇
〇
三
］・
川
村
大
［
二
〇
一
二
］
︶。
本
稿
で
は
、
従
来
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
、
中
世
に
尊
敬
用
法
が
全
盛
に
な
る
過
程
を
追
っ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
待
遇
対
象
の
上
位
へ
の
拡
大
と
い
う
観
点
で
は
な
く
、
尊
敬
用
法
の
用
法
そ
の
も
の
に
着
目
す
る
観
点
に
よ
っ
て
、
中
世
の
尊
敬
用
法
に
中
古
と
は
異
な
る
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
尊
敬
用
法
が
全
盛
に
な
る
た
め
の
基
盤
が
確
立
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
第
一
節
考
察
対
象
桜
井
光
昭
［
一
九
六
六
］
は
、
今
昔
物
語
集
の
﹁
る
・
ら
る
﹂
の
尊
敬
用
法
に
、﹁
一
般
尊
敬
﹂
と
﹁
公
お
お
や
け
尊
敬
﹂
と
の
二
つ
の
用
法
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。﹁
一
般
尊
敬
﹂
と
は
、﹁
使
用
対
象
よ
り
も
、
話
し
手
で
あ
る
使
用
者
の
方
が
優
位
に
立
つ
場
合
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
る
敬
度
の
低
い
も
の
で
、
セ
給
フ
・
サ
一
セ
給
フ
、
給
フ
、
ル
・
ラ
ル
と
段
階
を
な
し
、
最
下
位
に
あ
た
る
﹂︵
桜
井
光
昭
［
一
九
八
三
・
八
八
頁
］︶
と
い
う
用
法
で
、
次
の
よ
う
な
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
１
大
臣
、
平
中
ニ
宣
ハ
ク
、﹁
我
レ
ガ
申
サ
ム
事
、
実
ニ
被
思
バ
、
努
不
隠
ズ
シ
テ
宣
ヘ
。
近
来
女
ノ
微
妙
キ
ハ
誰
カ
有
ル
﹂ト
。
平
中
ガ
云
ク
、
﹁
⋮
⋮
﹂
ト
。
大
臣
ノ
宣
ハ
ク
、﹁
其
レ
ハ
何
デ
被
見
シ
ゾ
﹂。
平
中
ガ
云
ク
、﹁
⋮
⋮
﹂
ト
。
大
臣
、
﹁
糸
悪
キ
態
ヲ
モ
被
為
ケ
ル
カ
ナ
﹂
ト
ゾ
ナ
ム
咲
ヒ
給
ヒ
ケ
ル
。
︵
今
昔
物
語
集
、
二
二
・
八
、
二
四
〇
頁
︶
一
方
、﹁
公
尊
敬
﹂
と
は
、﹁
朝
廷
、
関
白
家
、
主
従
関
係
の
主
、
親
子
関
係
の
親
︵
家
長
︶
な
ど
と
い
っ
た
権
威
を
使
用
対
象
と
﹂
し
、﹁
公
の
行
事
に
関
連
﹂
す
る
場
合
な
ど
、﹁
使
用
対
象
が
漠
然
と
し
て
い
る
場
合
も
多
い
﹂︵
桜
井
光
昭
［
一
九
八
三
・
八
九
頁
］︶
と
い
う
用
法
で
、
次
の
よ
う
な
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
２
其
後
、
大
極
殿
ニ
シ
テ
節
会
被
行
ケ
ル
日
、
︵
今
昔
物
語
集
、
二
二
・
一
、
二
二
七
頁
︶
こ
の
二
つ
の
用
法
は
今
昔
物
語
集
だ
け
で
は
な
く
、
中
古
で
も
和
文
資
料
、
変
体
漢
文
資
料
と
も
に
認
め
ら
れ
る
︵
森
野
宗
明
［
一
九
七
一
］、
穐
田
定
樹
［
二
〇
〇
八
］︶。
用
例
３
・
４
が
﹁
一
般
尊
敬
﹂、
用
例
５
・
６
が
﹁
公
尊
敬
﹂
の
例
で
あ
る
。
３
︵
冷
泉
院
︶﹁
⋮
⋮
と
右・
大・
臣・
の・
語
ら
れ
し
。
⋮
⋮
﹂
な
ど
思
し
や
り
て
、
︵
源
氏
物
語
・
竹
河
、
一
四
九
一
頁
︶
４
右・
大・
臣・
被
来
、
有
被
示
事
。︵
御
堂
関
白
記
、
寛
仁
二
・
一
・
二
五
︶
５
︵
六
条
院
デ
ハ
︶
唐
め
い
た
る
舟
造
ら
せ
た
ま
ひ
け
る
、
急
ぎ
装
束
か
せ
た
ま
ひ
て
、
お
ろ
し
始
め
さ
せ
た
ま
ふ
日
は
、
雅
楽
寮
の
人
召
し
て
、
舟
の
楽
せ
ら
る
。
︵
源
氏
物
語
・
胡
蝶
、
七
八
一
頁
︶
６
被
定
女
一
宮
御
著
裳
。
︵
御
堂
関
白
記
、
寛
弘
二
・
二
・
八
︶
こ
れ
ま
で
﹁
る
・
ら
る
﹂
の
尊
敬
用
法
の
特
徴
が
指
摘
さ
れ
る
場
合
、﹁
公
尊
敬
﹂
の
特
殊
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
お
も
な
指
摘
は
二
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
一
つ
は
主
語
の
側
面
か
ら
の
指
摘
で
、﹁
漠
然
と
し
て
い
る
﹂︵
桜
井
光
昭
［
一
九
八
三
］︶
と
か
、﹁
そ
の
行
為
の
主
催
者
な
い
し
は
主
権
者
の
認
識
は
な
さ
れ
て
い
て
も
、
特
定
の
動
作
主
の
認
識
は
必
ず
し
も
必
要
と
は
さ
れ
て
い
な
い
﹂
︵
穐
田
定
樹
［
二
〇
〇
八
］
︶
と
か
の
指
摘
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
述
語
の
側
面
か
ら
の
指
摘
で
、﹁
政
治
関
係
の
も
の
が
多
く
、
他
に
対
し
て
働
き
か
け
た
り
、
具
体
的
に
形
に
現
れ
た
り
す
る
動
作
が
多
い
﹂︵
桜
井
光
昭
［
一
九
八
三
］︶
と
か
、
﹁
動
作
主
の
直
接
関
与
し
な
い
動
詞
に
承
接
し
て
い
る
﹂︵
石
井
幸
子
［
一
九
七
九
］︶
と
か
の
指
摘
で
あ
る
。
具
体
的
に
見
る
と
、
例
え
ば
﹁
一
般
尊
敬
﹂
の
用
例
３
の
主
語
は
﹁
右
大
臣
﹂
と
明
確
で
、
述
語
の
﹁
語
る
﹂
は
﹁
右
大
臣
﹂
の
直
接
的
な
行
為
で
あ
り
、﹁
右
大
臣
﹂
は
動
作
主
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
﹁
公
尊
敬
﹂
の
用
例
５
の
主
語
は
明
確
で
は
な
く
、
あ
え
て
言
え
ば
﹁
六
条
院
﹂
の
主
で
あ
る
光
源
氏
と
い
う
こ
二
と
に
な
る
が
、
光
源
氏
は
述
語
の
﹁
舟
の
楽
す
﹂
を
直
接
行
う
動
作
主
で
は
な
く
、
行
事
の
主
催
者
に
あ
た
る
。
こ
の
よ
う
に
、﹁
公
尊
敬
﹂は
敬
意
の
対
象
と
な
る
主
体
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
仮
に
主
体
が
想
定
さ
れ
た
と
し
て
も
動
作
主
に
は
あ
た
ら
な
い
点
で
﹁
た
ま
ふ
﹂
な
ど
の
他
の
尊
敬
表
現
と
は
異
質
で
あ
る 注１
。
そ
れ
に
対
し
て
﹁
一
般
尊
敬
﹂
は
敬
意
の
対
象
と
な
る
主
体
が
明
ら
か
で
、﹁
た
ま
ふ
﹂
な
ど
の
他
の
尊
敬
表
現
と
共
通
す
る
面
が
あ
る
。
﹁
一
般
﹂
の
名
称
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の
点
を
捉
え
て
の
も
の
だ
ろ
う
。
や
が
て
、﹁
た
ま
ふ
﹂
が
衰
退
し
た
領
域
に
﹁
る
・
ら
る
﹂
が
侵
出
す
る
こ
と
に
な
る
が
、﹁
た
ま
ふ
﹂
と
交
替
す
る
の
は
﹁
一
般
尊
敬
﹂
な
の
で
、﹁
一
般
尊
敬
﹂
と
﹁
公
尊
敬
﹂
の
関
係
は
ひ
と
ま
ず
置
き
、
本
稿
で
は
﹁
一
般
尊
敬
﹂
の
展
開
を
追
っ
て
い
く
。
用
例
の
採
集
に
あ
た
り
、
受
身
や
自
発
と
も
解
釈
で
き
る
例
は
採
ら
ず
、
尊
敬
と
し
か
解
釈
さ
れ
な
い
よ
う
な
例
を
採
集
し
た
。
そ
れ
で
も
受
身
や
自
発
と
解
釈
で
き
る
例
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
稿
の
趣
旨
に
は
影
響
が
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、﹁
る
・
ら
る
﹂
を
下
接
さ
せ
て
一
語
の
敬
語
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
﹁
仰
せ
ら
る
﹂﹁
お
ぼ
さ
る
・
お
ぼ
し
め
さ
る
﹂﹁
き
こ
し
め
さ
る
﹂
の
例
は
考
察
対
象
か
ら
除
外
し
た
。
そ
の
上
で
、
よ
り
客
観
的
に
﹁
一
般
尊
敬
﹂
の
用
例
を
確
定
す
る
た
め
に
、
右
で
見
た
二
つ
の
側
面
の
な
か
か
ら
、﹁
行
為
の
主
体
が
特
定
で
き
る
か
否
か
﹂﹁
行
為
が
主
体
の
直
接
的
な
行
為
か
否
か
﹂
と
い
う
二
つ
の
観
点
に
よ
っ
て
分
類
す
る
。
ま
ず
、
行
為
の
主
体
が
特
定
で
き
る
か
否
か
で
あ
る
が
、
特
定
す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
次
の
三
つ
を
考
え
る
。
［
基
準
１
］
行
為
主
体
が
主
語
あ
る
い
は
被
連
体
修
飾
語
と
し
て
同
一
文
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。
７
︵
女
五
宮
︶﹁
⋮
⋮
。
今
は
そ
の
、
や
む
ご
と
な
く
え
さ
ら
ぬ
筋
に
て
も
の
せ
ら
れ
し
人・
さ
へ
亡
く
な
ら
れ
に
し
か
ば
⋮
⋮
﹂
な
ど
い
と
古
代
に
聞
こ
え
た
ま
ふ
を
、
︵
源
氏
物
語
・
少
女
、
六
六
六
頁
︶
８
︵
源
氏
↓
夕
霧
︶﹁
⋮
⋮
、
か・
の・
宮・
の・
萩
の
宴
せ
ら
れ
け
る
日
、
贈
物
に
取
ら
せ
た
ま
へ
る
な
り
。
⋮
⋮
﹂
な
ど
の
た
ま
ひ
て
、
︵
源
氏
物
語
・
横
笛
、
一
二
八
五
頁
︶
［
基
準
２
］
対
話
の
相
手
と
し
て
特
定
さ
れ
る
。
９
︵
源
氏
↓
大
輔
命
婦
︶﹁
こ
と
人
の
言
は
む
や
う
に
、
咎
な
あ
ら
は
さ
れ
そ
。
⋮
⋮
﹂
と
の
た
ま
へ
ば
、
︵
源
氏
物
語
・
末
摘
花
、
二
〇
五
頁
︶
［
基
準
３
］
文
脈
上
特
定
さ
れ
る
。
︵
頭
中
将
↓
式
部
丞
︶﹁
⋮
⋮
。
少
し
づ
つ
語
り
申
せ
﹂
と
責
め
ら
る
。
10
︵
源
氏
物
語
・
帚
木
、
五
八
頁
︶
用
例
１
は
［
基
準
２
］
に
よ
っ
て
、
用
例
３
・
４
は
［
基
準
１
］
に
よ
っ
て
主
体
が
特
定
で
き
る
例
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
用
例
２
・
５
・
６
は
い
ず
れ
の
基
準
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
の
で
、
主
体
が
特
定
で
き
な
い
例
と
認
め
ら
れ
る
。
三
次
に
、
行
為
が
主
体
の
直
接
的
な
行
為
か
否
か
は
文
脈
の
解
釈
に
よ
っ
て
決
め
ざ
る
を
得
な
い
。
例
え
ば
、
用
例
の
﹁
責
む
﹂
は
頭
中
将
が
直
接
こ
と
ば
10
を
発
し
て
い
る
と
解
せ
る
の
で
直
接
的
な
行
為
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
用
例
１
・
３
・
４
・
７
・
９
は
そ
れ
ぞ
れ
直
接
的
な
行
為
と
解
釈
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
用
例
８
の
﹁
か
の
宮
﹂
は
﹁
萩
の
宴
す
﹂
を
直
接
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
宴
の
主
催
者
の
立
場
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
を
直
接
的
な
行
為
で
は
な
い
例
と
し
た
。
そ
の
他
、
用
例
２
・
５
・
６
が
直
接
的
な
行
為
で
は
な
い
例
と
認
め
ら
れ
る
。
以
上
の
観
点
に
よ
っ
て
、
四
通
り
の
組
み
合
わ
せ
が
考
え
ら
れ
る
が
、﹁
主
体
が
特
定
で
き
ず
、
主
体
の
直
接
的
な
行
為
を
表
す
例
﹂
は
考
え
に
く
く
、
実
例
も
拾
え
な
い
の
で
、
次
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
Ａ
主
体
が
特
定
で
き
、
主
体
の
直
接
的
な
行
為
を
表
す
例
↓
用
例
１
・
３
・
４
・
７
・
９
・
10
Ｂ
主
体
が
特
定
で
き
る
が
、
主
体
の
直
接
的
な
行
為
と
は
言
え
な
い
例
↓
用
例
８
Ｃ
主
体
が
特
定
で
き
ず
、
主
体
の
直
接
的
な
行
為
と
は
言
え
な
い
例
↓
用
例
２
・
５
・
６
右
の
う
ち
、
タ
イ
プ
Ａ
が
﹁
一
般
尊
敬
﹂、
タ
イ
プ
Ｂ
・
Ｃ
が
﹁
公
尊
敬
﹂
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
タ
イ
プ
Ａ
の
展
開
を
追
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
第
二
節
中
古
の
用
法
︵
一
︶
︱
源
氏
物
語
︱
ま
ず
、源
氏
物
語
を
採
り
上
げ
て
、
タ
イ
プ
Ａ
の
動
詞
を
行
為
の
性
質
に
よ
っ
て
分
類
す
る
。
源
氏
物
語
で
尊
敬
用
法
と
解
せ
る
例
の
う
ち
、
例
を
タ
イ
110
70
プ
Ａ
と
認
定
し
た
。
例
の
動
詞
を
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
︵
括
弧
内
70
の
数
字
は
複
数
例
あ
る
場
合
の
用
例
数
︶。
︿
心
的
行
為
・
態
度
﹀
思
ふ
︵
６
︶
、
思
ひ
構
ふ
、
思
ひ
企
つ
、
思
ひ
定
む
、
軽
め
弄
ず
、
心
使
ふ
、
好
む
、
定
む
、
見
棄
つ
、
見
直
す
、
睦
ぶ
、
睦
び
き
こ
ゆ
、
怨
ず
︿
伝
達
行
為
﹀
い
さ
む
、
言
ひ
な
す
、
書
き
出
だ
す
、
語
る
、
か
こ
ち
き
こ
ゆ
、
聞
き
あ
は
す
、
聞
こ
ゆ
、
聞
こ
え
な
す
、
責
む
、
申
す
︵
５
︶、︵
言
葉
を
︶
混
ず
︿
移
動
﹀
参
る
︿
授
受
﹀︵
娘
を
舞
姫
と
し
て
︶
奉
る
、
︵
女
御
の
扱
い
を
︶
譲
り
き
こ
ゆ
︿
存
在
・
伺
候
﹀
も
の
す
︵
注
２
︶、
候
ふ
︵
４
︶
19
︿
変
化
﹀
書
き
な
る
、
亡
く
な
る
︿
そ
の
他
行
為
﹀︵
咎
を
︶
あ
ら
は
す
、
供
養
す
、︵
思
ひ
や
り
な
き
わ
ざ
︶
し
出
づ
、
忍
び
籠
む
、
忍
び
残
す
、
過
ぐ
す
、
住
み
着
く
、
引
き
籠
む
、
も
て
な
す
︿
心
的
行
為
・
態
度
﹀
と
︿
伝
達
行
為
﹀
の
例
が
多
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
四
為
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
意
味
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
が
、
主・
体・
自・
身・
が・
具・
体・
的・
に・
動・
く・
行・
為・
に・
用・
い・
た・
例・
が・
な・
い・
と
い
う
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
動
的
で
は
な
く
静
的
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、︿
移
動
﹀
の
﹁
参
る
﹂、︿
授
受
﹀
の
﹁
奉
る
﹂﹁
譲
る
﹂
は
具
体
的
な
動
き
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
次
に
示
す
よ
う
に
動
き
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。
︵
源
氏
↓
若
紫
女
房
︶﹁
⋮
⋮
。︵
父
宮
邸
ニ
移
ッ
タ
ラ
︶
ま
し
て
聞
こ
11
え
が
た
か
べ
け
れ
ば
。
人
一
人
参
ら
れ
よ
か
し
﹂
と
の
た
ま
へ
ば
、
︵
源
氏
物
語
・
若
紫
、
一
九
〇
頁
︶
︵
人
々
︶﹁
大
納
言
の
、
外
腹
の
娘
を
︵
五
節
ノ
舞
姫
ニ
︶
奉
ら
る
な
る
12
に
、
朝
臣
の
い
つ
き
娘
出
だ
し
立
て
た
ら
む
、
何
の
恥
か
あ
る
べ
き
﹂
と
さ
い
な
め
ば
、
︵
源
氏
物
語
・
少
女
、
六
九
五
頁
︶
︵
源
氏
↓
明
石
君
︶﹁
⋮
⋮
。
た
だ
こ
の
御
有
様
を
う
ち
添
ひ
て
も
え
見
13
奉
ら
ぬ
お
ぼ
つ
か
な
さ
に
、︵
紫
上
ハ
ア
ナ
タ
ニ
女
御
ノ
扱
イ
ヲ
︶
譲
り
き
こ
え
ら
る
る
な
め
り
。
︵
源
氏
物
語
・
若
菜
上
、
一
一
〇
七
頁
︶
用
例
の
﹁
参
る
﹂
は
、
移
動
過
程
に
焦
点
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
着
点
に
11
い
る
こ
と
に
焦
点
が
あ
る
。
用
例
﹁
奉
る
﹂
、
用
例
﹁
譲
る
﹂
は
、
具
体
的
12
13
な
品
物
の
授
受
で
は
な
く
、
人
物
の
扱
い
方
を
問
題
と
し
た
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
主
体
の
具
体
的
な
動
き
の
な
い
静
的
な
動
詞
に
限
ら
れ
、
動
的
な
動
詞
の
例
は
確
認
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
タ
イ
プ
Ｂ
に
分
類
し
た
例
の
な
か
か
ら
、
や
や
問
題
と
な
る
例
を
挙
げ
る
。
︵
明
石
入
道
ハ
︶
宿
守
り
の
や
う
に
て
あ
る
人
を
呼
び
取
り
て
語
ら
ふ
。
14﹁
⋮
⋮
。
修
理
な
ど
し
て
、
形
の
ご
と
、
人
住
み
ぬ
べ
く
は
繕
ひ
な
さ
れ
な
む
や
﹂
と
言
ふ
。
︵
源
氏
物
語
・
松
風
、
五
八
〇
頁
︶
︵
小
君
↓
御
達
︶﹁
な
ぞ
、
か
う
暑
き
に
、
こ
の
格
子
は
下
ろ
さ
れ
た
る
﹂
15
と
問
へ
ば
、
︵
源
氏
物
語
・
空
蝉
、
八
六
頁
︶
︵
雲
居
雁
↓
夕
霧
︶﹁
⋮
⋮
。
今
め
か
し
き
御
有
様
の
程
に
あ
く
が
れ
た
16
ま
う
て
、
夜
深
き
御
月
め
で
に
格
子
も
上
げ
ら
れ
た
れ
ば
、
例
の
物
の
怪
の
入
り
来
た
る
な
め
り
﹂
︵
源
氏
物
語
・
横
笛
、
一
二
八
〇
頁
︶
﹁
繕
ひ
な
す
﹂﹁
下
ろ
す
﹂﹁
上
ぐ
﹂
と
い
う
行
為
自
体
は
、
具
体
的
な
動
き
が
あ
る
。
し
か
し
、
主
体
の
直
接
的
な
行
為
と
い
う
よ
り
も
、
修
理
や
格
子
の
上
げ
下
ろ
し
を
実
際
に
行
う
人
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
主
体
を
主
催
者
・
監
督
者
の
立
場
と
す
る
、
タ
イ
プ
Ｂ
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
主
体
の
直
接
的
な
行
為
に
動
的
な
動
詞
を
用
い
る
場
合
に
は
次
に
挙
げ
る
よ
う
に
﹁
た
ま
ふ
﹂
で
表
し
て
い
る 注３
。
︵
光
源
氏
ハ
︶
日
た
く
る
ほ
ど
に
起
き
た
ま
ひ
て
、
格
子
手・
づ・
か・
ら・
上
17
げ
た
ま
ふ
。
︵
源
氏
物
語
・
夕
顔
、
一
二
〇
頁
︶
︵
左
大
臣
ハ
︶
長
橋
よ
り
お
り
て
、
舞
踏
し
た
ま
ふ
。
18
︵
源
氏
物
語
・
桐
壺
、
二
六
頁
︶
源
氏
の
中
将
は
、
青
海
波
を
ぞ
舞
ひ
た
ま
ひ
け
る
。
19
五
︵
源
氏
物
語
・
紅
葉
賀
、
二
三
七
頁
︶
︵
光
源
氏
ハ
夕
顔
ヲ
︶
か
い
探
り
た
ま
ふ
に
、
息
も
せ
ず
。
引
き
動
か
20
し
た
ま
へ
ど
、
な
よ
な
よ
と
し
て
、
我
に
も
あ
ら
ぬ
さ
ま
な
れ
ば
、
︵
源
氏
物
語
・
夕
顔
、
一
二
四
頁
︶
︵
光
源
氏
ガ
︶
中
将
の
帯
を
引
き
解
き
て
脱
が
せ
た
ま
へ
ば
、
脱
が
じ
21
と
す
ま
ふ
を
、
︵
源
氏
物
語
・
紅
葉
賀
、
二
五
九
頁
︶
︵
光
源
氏
ハ
︶
い
と
よ
そ
ほ
し
く
さ
し
歩
み
た
ま
ふ
ほ
ど
、
か
し
か
ま
22
し
う
追
ひ
払
ひ
て
、
御
車
の
尻
に
頭
中
将
、
兵
衛
督
乗
せ
た
ま
ふ
。
︵
源
氏
物
語
・
松
風
、
五
九
四
頁
︶
用
例
は
格
子
を
上
げ
る
例
で
、﹁
手
づ
か
ら
﹂
と
あ
る
の
で
、
主
体
の
光
源
17
氏
自
身
の
行
為
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
﹁
手
づ
か
ら
﹂
と
あ
る
の
は
、
格
子
の
上
げ
下
げ
は
普
通
は
直
接
行
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
用
例
で
は
雲
居
雁
は
夕
霧
の
﹁
あ
く
が
る
﹂
と
い
う
直
接
的
16
な
行
為
に
﹁
た
ま
ふ
﹂
で
待
遇
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
用
例
・
15
は
主
体
の
直
接
的
な
行
為
と
は
言
え
な
い
例
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
16
念
の
た
め
に
付
け
加
え
る
と
、﹁
た
ま
ふ
﹂
を
用
い
る
と
必
ず
直
接
的
な
動
き
の
あ
る
行
為
を
表
す
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
次
に
挙
げ
る
よ
う
に
、
動
き
の
な
い
直
接
的
な
行
為
は
も
ち
ろ
ん
、
直
接
的
な
行
為
で
な
い
例
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。︵
光
源
氏
ハ
︶
殊
に
許
し
た
ま
は
ぬ
あ
た
り
︵
＝
右
大
臣
家
︶
に
か
か
23
づ
ら
は
む
も
、
人
悪
く
、
思
ひ
煩
ひ
た
ま
ふ
に
、
弥
生
の
二
十
余
日
、
右
の
大
殿
の
弓
の
結
︵
＝
右
大
臣
家
ノ
弓
ノ
試
合
︶
に
、
上
達
部
、
親
王
た
ち
多
く
集
へ
た
ま
ひ
て
、
や
が
て
藤
の
宴
し
た
ま
ふ
。
⋮
⋮
。
新
し
う
造
り
た
ま
へ
る
殿
を
、
宮
た
ち
の
御
裳
着
の
日
、
磨
き
し
つ
ら
は
れ
た
り
。
︵
源
氏
物
語
・
花
宴
、
二
七
六
頁
︶
﹁
思
ひ
煩
ふ
﹂
は
光
源
氏
の
直
接
的
な
行
為
で
︿
心
的
行
為
﹀
の
例
、﹁
藤
の
宴
す
﹂
は
右
大
臣
家
の
催
す
宴
な
の
で
直
接
的
と
は
言
え
ず
、
動
的
な
動
詞
で
も
な
い
。
﹁
造
る
﹂
は
動
的
な
動
詞
で
あ
る
が
、
右
大
臣
が
直
接
造
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、﹁
た
ま
ふ
﹂
は
主
体
の
行
為
の
直
接
性
や
動
詞
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
表
す
こ
と
が
で
き
る
点
で
﹁
る
・
ら
る
﹂
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
右
に
述
べ
た
﹁
る
・
ら
る
﹂
と
﹁
た
ま
ふ
﹂
の
関
係
を
ま
と
め
て
お
く
と
次
の
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
引
用
し
た
源
氏
物
語
の
用
例
番
号
を
あ
わ
せ
て
載
せ
る
。
﹁
直
接
的
・
動
的
﹂
の
領
域
を
﹁
る
・
ら
る
﹂
で
表
す
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、﹁
る
・
ら
る
﹂
に
は
用
法
上
﹁
た
ま
ふ
﹂
と
重
な
ら
な
い
表
現
領
域
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。﹁
る
・
ら
る
﹂
と
﹁
た
ま
ふ
﹂
と
の
間
の
待
遇
価
値
の
差
は
、
重
な
る
領
域
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
六
第
三
節
中
古
の
用
法
︵
二
︶
︱
和
文
資
料
と
変
体
漢
文
資
料
︱
さ
て
、
次
は
源
氏
物
語
以
外
の
中
古
の
和
文
資
料
︵
古
今
集
、
土
左
日
記
、
竹
取
物
語
、
伊
勢
物
語
、
大
和
物
語
、
平
中
物
語
、
落
窪
物
語
、
蜻
蛉
日
記
、
枕
草
子
、
和
泉
式
部
日
記
、
紫
式
部
日
記
︶
の
使
用
状
況
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
先
と
同
様
に
タ
イ
プ
Ａ
の
動
詞
を
行
為
の
性
質
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る︵
角
括
弧
内
は
そ
の
語
が
見
ら
れ
る
資
料
を
略
称
で
示
し
た
。
な
お
、
伊
勢
物
語
に
は
タ
イ
プ
Ａ
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
︶
。
︿
心
的
行
為
・
態
度
﹀
あ
な
づ
る
［
落
］、
急
ぐ
［
蜻
］、
忌
む
［
平
］、
思
ふ
［
平
・
蜻
］、
思
ひ
か
く
［
蜻
］、
思
ひ
知
る
［
大
］、
悲
し
が
る
［
土
］、
定
む
［
枕
］、
騒
ぐ
［
蜻
］、
祟
り
な
す
［
大
］、
頼
む
［
蜻
・
枕
］、
泣
く
［
蜻
］、
歎
く
［
落
］、
情
け
な
く
す
［
落
］、
待
つ
［
蜻
］、
ま
ど
は
か
す
［
和
］
、
許
す
［
蜻
・
枕
］、
忘
る
［
大
］
、
煩
ふ
［
蜻
］、
わ
ぶ
［
平
］
︿
伝
達
行
為
﹀
言
ふ
［
竹
・
平
・
落
・
蜻
］、
言
ひ
つ
づ
く
［
蜻
］
、
言
ひ
な
す
［
蜻
］、
語
る
［
蜻
］、
責
む
［
蜻
］、
告
ぐ
［
落
］
、
問
ふ
［
古
・
蜻
］、
申
す
［
落
・
紫
］
︿
移
動
﹀
出
づ
［
蜻
］、
訪
る
［
蜻
］
、
帰
る
［
大
・
蜻
］、
ま
う
づ
［
蜻
］、
ま
か
づ
［
蜻
］、
見
ゆ
［
蜻
］、
渡
る
［
蜻
］
︿
授
受
﹀
奉
る
［
落
］、
取
る
［
落
］
︿
存
在
・
伺
候
﹀
も
の
す
［
蜻
］
︿
変
化
﹀︵
精
進
が
︶
落
つ
［
土
］
︿
そ
の
他
行
為
﹀
行
ふ
［
蜻
］、
通
ふ
［
平
］、︵
屛
風
の
こ
と
︶
す
［
蜻
］、
添
ふ
［
落
］、
取
り
占
む
［
枕
］、
縫
ふ
［
落
］、
見
る
［
蜻
］
、
も
て
か
し
づ
く
［
枕
］、
射
臥
す
［
蜻
］
源
氏
物
語
に
比
べ
、︿
移
動
﹀
の
例
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
も
移
動
の
過
程
に
焦
点
が
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
起
点
・
着
点
に
焦
点
が
あ
る
例
と
考
え
ら
れ
る
。
︿
授
受
﹀
の
２
例
は
源
氏
物
語
と
同
様
、
具
体
的
な
品
物
の
授
受
と
は
異
な
る
例
で
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
。
越
前
守
﹁
今
は
か
ひ
な
し
。﹃︵
邸
カ
ラ
︶
物
だ
に
運
び
返
さ
む
﹄
と
24
申
せ
ば
、︵
先
方
ハ
︶﹃
早
う
そ
れ
は
取
ら
れ
よ
﹄
と
は
な
だ
ら
か
に
の
た
ま
へ
ど
、
人
々
さ
ら
に
入
れ
ね
ば
、
い
さ
か
ふ
べ
き
こ
と
に
し
あ
ら
七
主
体
の
行
為
行
為
用
例
る
・
ら
る
直
接
的
動
的
ナ
シ
静
的
用
例
３
・
７
・
９
・
～
10
13
非
直
接
動
的
用
例
～
14
16
静
的
用
例
５
・
８
た
ま
ふ
直
接
的
動
的
用
例
～
17
22
静
的
用
例
﹁
思
ひ
煩
ふ
﹂
23
非
直
接
動
的
用
例
﹁
造
る
﹂
23
静
的
用
例
﹁
藤
の
宴
す
﹂
23
ね
ば
﹂
︵
落
窪
物
語
、
一
七
八
頁
︶
こ
の
殿
︵
＝
邸
︶
の
御
事
は
、︵
故
大
納
言
ガ
︶
い
と
心
ば
へ
深
う
奉
25
ら
る
め
り
し
を
、
︵
落
窪
物
語
、
二
二
〇
頁
︶
用
例
﹁
取
る
﹂
は
﹁
邸
の
荷
物
﹂
が
対
象
な
の
で
、
直
接
個
人
が
受
け
取
24
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
荷
物
を
運
ぶ
人
た
ち
が
い
る
と
想
定
で
き
る
の
で
タ
イ
プ
Ｂ
と
解
せ
る
。
用
例
﹁
奉
る
﹂
の
対
象
は
﹁
邸
﹂
で
あ
り
、
具
体
的
な
25
品
物
と
は
言
え
な
い
。
︿
そ
の
他
の
行
為
﹀
に
あ
る
﹁
縫
ふ
﹂﹁
射
伏
す
﹂
の
二
例
は
、
動
的
な
動
詞
の
例
だ
と
思
わ
れ
る
。
︵
北
の
方
︶﹁
こ
れ
は
い
つ
よ
り
も
よ
く
縫
は
れ
よ
。
禄
に
衣
着
せ
奉
ら
26
ん
﹂
︵
落
窪
物
語
、
四
九
頁
︶
こ
れ
か
れ
走
り
来
つ
つ
、
ま
づ
こ
の
︵
＝
賭
弓
ノ
︶
物
語
を
す
。﹁
い
27
く
つ
な
む
射
つ
る
﹂﹁︵
道
綱
ノ
︶
敵
に
は
右
近
衛
中
将
な
む
あ
る
﹂﹁︵
道
綱
ハ
︶
お
ほ
な
お
ほ
な
射
伏
せ
ら
れ
ぬ
。
﹂
︵
蜻
蛉
日
記
、
九
九
頁
︶
用
例
﹁
縫
ふ
﹂
は
手
元
で
行
わ
れ
る
動
き
の
小
さ
い
行
為
と
は
言
え
、
動
26
き
が
あ
る
。
用
例
﹁
射
伏
す
﹂
は
解
釈
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
が
︵
上
27
村
悦
子
［
一
九
八
七
・
三
四
九
頁
］︶、
道
綱
に
対
す
る
敬
語
と
捉
え
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
本
文
の
資
料
性
の
問
題
も
残
る
が
、
源
氏
物
語
に
は
見
ら
れ
な
い
例
な
の
で
注
意
さ
れ
る
。
中
古
の
和
文
資
料
で
主
体
の
直
接
的
な
行
為
に
動
的
な
動
詞
を
用
い
た
例
は
こ
の
二
例
の
み
で
あ
る
。
和
文
資
料
で
は
全
体
的
に
用
例
数
が
少
な
い
た
め
、
動
的
な
動
詞
の
例
が
稀
な
の
は
偶
然
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
変
体
漢
文
資
料
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
古
記
録
を
見
る
と
、
穐
田
定
樹
［
二
〇
〇
八
］
が
御
堂
関
白
記
、
小
右
記
の
﹁
被
﹂
を
調
査
し
て
公
的
行
為
に
用
い
ら
れ
る
場
合
が
多
い
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
タ
イ
プ
Ｂ
・
Ｃ
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
た
め
に
、
試
み
に
、
御
堂
関
白
記
︵
自
筆
本
︶
の
な
か
か
ら
、
［
基
準
１
］
の
行
為
主
体
が
同
一
文
中
に
記
さ
れ
て
い
る
例
に
限
っ
て
主
体
の
明
確
な
例
を
採
集
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
タ
イ
プ
Ａ
︵
用
例
︶・
Ｂ
︵
用
例
︶
28
29
と
も
に
見
ら
れ
る
。
右
大
臣
被
来
、
有
被
示
事
。
︵
御
堂
関
白
記
、
＝
用
例
４
︶
28
公
家
被
修
五
檀
御
修
繕
。
︵
御
堂
関
白
記
、
寛
弘
七
・
二
・
二
九
︶
29
こ
の
う
ち
、
タ
イ
プ
Ａ
の
行
為
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
︿
伝
達
行
為
﹀﹁
申
﹂﹁
奏
﹂﹁
聞
﹂﹁
示
﹂﹁
命
﹂
︿
移
動
﹀﹁
来
﹂
﹁
座
﹂﹁
坐
﹂
﹁
出
﹂﹁
参
﹂
﹁
渡
﹂﹁
立
頼
﹂
︿
授
受
﹀﹁︵
呪
願
を
︶
奉
﹂
︿
存
在
・
伺
候
﹀﹁
候
﹂
︿
授
受
﹀
の
例
も
﹁
呪
願
﹂
の
例
な
の
で
、
和
文
資
料
と
同
じ
く
品
物
の
例
で
は
な
い
。被
奉
僧
正
呪
願
︵
御
堂
関
白
記
、
寛
弘
六
・
一
〇
・
一
三
︶
30
主
体
の
直
接
的
な
行
為
を
動
的
な
動
詞
で
表
し
た
例
が
見
ら
れ
な
い
点
も
源
八
氏
物
語
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
御
堂
関
白
記
に
は
︿
心
的
行
為
﹀
の
例
は
見
ら
れ
な
い
。
出
来
事
を
記
載
す
る
こ
と
が
中
心
の
古
記
録
の
資
料
的
な
性
格
に
よ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
次
の
よ
う
に
、
小
右
記
に
は
例
が
あ
る 注４
。
相
府
深
被
喜
悦
云
々
。
︵
小
右
記
、
長
和
元
・
七
・
一
七
︶
31
し
た
が
っ
て
、
御
堂
関
白
記
に
︿
心
的
行
為
﹀
が
見
ら
れ
な
い
の
は
資
料
的
な
性
格
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
用
法
上
は
源
氏
物
語
と
変
わ
ら
な
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
次
に
、
古
文
書
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
辛
島
美
絵
［
二
〇
〇
三
］
で
は
、
七
割
が
﹁
役
所
や
個
人
が
上
位
の
機
関
や
支
配
者
に
出
す
上
申
文
書
﹂
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
主
体
が
特
定
の
個
人
で
は
な
く
、
タ
イ
プ
Ｂ
・
Ｃ
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
辛
島
美
絵
［
二
〇
〇
三
］
で
九
世
紀
の
尊
敬
用
法
の
確
実
な
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
例
の
う
ち
、
特
定
の
個
人
の
直
接
的
な
行
為
と
言
え
る
タ
イ
プ
Ａ
の
例
は
次
の
例
く
ら
い
で
あ
る
︵
同
じ
表
現
が
２
例
︶。
義
真
法
師
被
弘
。
︵
平
安
遺
文
、
四
四
三
四
号
／
四
四
三
五
号
︶
32
ま
た
、
上
接
語
の
一
覧
が
挙
が
っ
て
い
る
が
︵
三
九
七
頁
︿
別
表
１
﹀︶、
動
的
な
動
詞
の
例
も
、
主
体
の
直
接
的
な
行
為
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
次
の
例
は
タ
イ
プ
Ｃ
と
み
な
さ
れ
る
。
而
相
替
之
後
、
早
被
壊
作
東
尾
了
、
彼
東
尾
地
是
故
平
聚
院
之
領
也
。
33
︵
平
安
遺
文
、
三
〇
五
号
︶
古
記
録
・
古
文
書
は
精
査
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
資
料
の
性
格
か
ら
特
定
個
人
の
行
為
と
い
う
よ
り
機
関
と
し
て
の
行
為
に
関
す
る
記
述
が
多
い
の
で
、
タ
イ
プ
Ｂ
・
Ｃ
の
使
用
例
の
多
さ
に
目
が
引
か
れ
て
し
ま
う
け
れ
ど
も
、
用
法
上
、
源
氏
物
語
と
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
中
古
で
は
主
体
の
行
為
に
動
的
な
動
詞
を
用
い
た
例
は
先
に
挙
げ
た
二
例
︵
用
例
・
︶
の
み
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
26
27
原
則
と
し
て
動
的
な
動
詞
は
用
い
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
第
四
節
用
法
の
拡
張
更
級
日
記
に
は
、
主
体
の
直
接
的
な
行
為
に
動
的
な
動
詞
を
用
い
た
例
が
あ
る
。
こ
の
男
、
出
で
入
り
し
歩
く
を
、
奥
の
方
な
る
女
ど
も
、﹁
な
ど
、
か
34
く
し
歩
か
る
る
ぞ
﹂
と
問
ふ
な
れ
ば
、
︵
更
級
日
記
、
三
四
四
頁
︶
こ
の
例
は
、
出
た
り
入
っ
た
り
し
て
歩
き
回
っ
て
い
る
男
に
女
た
ち
が
尋
ね
た
例
で
あ
る
。
明
ら
か
に
主
体
︵
＝
男
︶
が
動
い
て
い
る
例
で
、
従
来
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
院
政
期
の
資
料
に
も
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
、
今
昔
物
語
集
に
は
尊
敬
用
法
が
多
い
割
に
は
動
的
な
動
詞
の
例
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
大
臣
殿
ま
た
参
り
て
﹁
⋮
⋮
﹂
と
、
え
も
い
ひ
や
り
た
ま
は
ず
の
た
35
ま
う
て
、
御
単
衣
取
り
寄
せ
た
ま
う
て
、︿
亡
骸
ニ
﹀
引
き
被
け
参
ら
せ
な
ど
せ
ら
れ
ぬ
。
︵
讃
岐
典
侍
日
記
、
三
〇
三
行
︶
九
﹁
⋮
⋮
。
然
ラ
バ
其
ニ
坐
シ
テ
被
居
タ
レ
カ
シ
。
然
テ
鍾
ヲ
モ
被
つ
か
ム
36
ハ
糸
吉
キ
事
也
﹂
︵
今
昔
物
語
集
、
二
九
・
一
七
、
一
六
六
頁
︶
用
例
は
大
臣
殿
の
直
接
の
行
為
と
解
し
た
が
、
誰
か
に
掛
け
さ
せ
た
と
も
35
解
せ
な
い
で
は
な
い
。
動
的
な
動
詞
を
用
い
た
例
が
多
く
な
る
の
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
で
、
特
に
一
四
世
紀
以
降
で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
大
納
言
﹁
⋮
⋮
﹂
と
て
、
⋮
⋮
、
た
だ
た
だ
と
走
り
出
で
ら
れ
37
に
け
り
。
︵
宇
治
拾
遺
物
語
、
三
四
、
一
二
二
頁
︶
こ
の
木
に
降
り
か
か
り
た
り
し
雪
を
、︵
ア
ノ
方
ガ
︶
さ
な
が
ら
折
り
38
て
持
ち
た
り
し
を
、﹁
な
ど
、
そ
れ
を
し
も
折
ら
れ
け
る
に
か
﹂
と
申
し
し
か
ば
、
︵
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
、
一
二
五
頁
︶
上
人
な
ほ
い
き
ま
き
て
﹁
⋮
⋮
﹂
と
荒
ら
か
に
言
ひ
て
、
極
ま
り
な
39
き
放
言
し
つ
と
思
へ
る
気
色
に
て
、
馬
を
引
き
返
し
て
逃
げ
ら
れ
に
け
り
。
︵
徒
然
草
、
一
〇
六
段
、
一
八
〇
頁
︶
大
臣
殿
、
御
気
色
あ
し
く
な
り
て
︵
為
則
ニ
︶﹁
お
の
れ
車
や
ら
む
事
、
40
賽
王
丸
に
勝
り
て
え
知
ら
じ
。
希
有
の
男
な
り
﹂
と
て
、
御
車
に
︵
為
則
ノ
︶
頭
を
打
ち
当
て
ら
れ
け
り
。
︵
徒
然
草
、
一
一
四
段
、
一
八
九
頁
︶
煤
け
明
り
障
子
の
破
れ
ば
か
り
を
、
禅
尼
、
手・
づ・
か・
ら・
小
刀
し
て
切
41
り
ま
は
し
つ
つ
張
ら
れ
け
れ
ば
、
︵
徒
然
草
、
一
八
四
段
、
二
五
九
頁
︶
昌
命
、
馬
ヨ
リ
飛
下
テ
、﹁
ア
ノ
大
刀
、
ナ
ゲ
ラ
レ
候
ヘ
ヤ
﹂
ト
云
ケ
42
レ
バ
、
行
家
大
ニ
ア
ザ
ワ
ラ
ウ
声
、
家
ノ
内
ヒ
ヾ
キ
ワ
タ
ル
。
︵
延
慶
本
平
家
物
語
、
六
末
オ
︶
45
忠
盛
、
御
前
の
召
に
舞
は
れ
け
れ
ば
、
43
︵
覚
一
本
平
家
物
語
、
巻
一
、
七
頁
︶
新
大
納
言
、
け
し
き
か
は
り
て
、
⋮
⋮
、
御
前
に
候
け
る
瓶
子
を
狩
44
衣
の
袖
に
か
け
て
引
倒
さ
れ
た
り
け
る
を
、
︵
覚
一
本
平
家
物
語
、
巻
一
、
四
六
頁
︶
入
道
相
国
、
大
床
に
立
て
⋮
⋮
し
や
つ
ら
を
む
ず
む
ず
と
ぞ
踏
ま
れ
45
け
る
。
︵
覚
一
本
平
家
物
語
、
巻
二
、
七
九
頁
︶
そ
れ
ぞ
れ
主
体
の
具
体
的
な
動
き
を
表
し
て
い
る
。
用
例
の
﹁
舞
ふ
﹂
は
43
中
古
で
は
用
例
に
示
し
た
よ
う
に﹁
た
ま
ふ
﹂で
し
か
表
せ
な
い
動
詞
で
あ
っ
19
た
。
こ
の
よ
う
に
、
中
世
に
到
る
と
用
例
が
多
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
用
法
上
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
タ
イ
プ
Ａ
の
表
現
領
域
が
拡
張
し
て
動
詞
全
般
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
た
ま
ふ
﹂
の
領
域
と
重
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
や
が
て
﹁
た
ま
ふ
﹂
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
に
な
る
基
盤
が
こ
こ
に
確
立
し
た
の
で
あ
る
。 一
〇
お
わ
り
に
最
後
に
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
て
結
び
と
し
た
い
。
１
﹁
る
・
ら
る
﹂
の
尊
敬
用
法
は
、
主
体
の
特
定
の
可
否
と
行
為
の
直
接
性
と
の
観
点
に
よ
っ
て
Ａ
～
Ｃ
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
Ａ
主
体
が
特
定
で
き
、
主
体
の
直
接
的
な
行
為
を
表
す
例
Ｂ
主
体
が
特
定
で
き
る
が
、
主
体
の
直
接
的
な
行
為
と
は
言
え
な
い
例
Ｃ
主
体
が
特
定
で
き
ず
、
主
体
の
直
接
的
な
行
為
と
は
言
え
な
い
例
２
タ
イ
プ
Ａ
の
行
為
を
見
る
と
、
中
古
で
は
具
体
的
な
動
き
を
表
す
動
的
な
動
詞
の
例
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
。
３
タ
イ
プ
Ａ
が
拡
張
し
て
動
的
な
動
詞
の
例
が
観
察
さ
れ
る
の
は
、
中
世
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
４
そ
の
結
果
、﹁
た
ま
ふ
﹂
と
表
現
領
域
が
重
な
り
、
交
替
す
る
基
盤
が
確
立
し
た
。
本
稿
で
は
﹁
る
・
ら
る
﹂
の
尊
敬
用
法
の
変
化
の
一
端
を
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
。
タ
イ
プ
Ａ
が
拡
張
し
た
理
由
、
タ
イ
プ
Ａ
と
タ
イ
プ
Ｂ
・
Ｃ
と
の
関
係
な
ど
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。
注︵
１
︶
こ
の
よ
う
な
﹁
公
尊
敬
﹂
の
性
質
を
踏
ま
え
、
石
井
幸
子
［
一
九
七
九
］
は
尊
敬
用
法
で
は
な
く
受
身
用
法
の
一
種
と
し
て
い
る
。
︵
２
︶﹁
も
の
す
﹂
に
は
︿
伝
達
行
為
﹀︿
移
動
﹀
の
意
も
あ
る
が
一
括
し
た
。
︵
３
︶
石
井
幸
子
［
一
九
七
九
］
は
﹁
動
作
主
の
動
作
或
は
状
況
が
、
動
作
主
自
身
の
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
た
場
合
は
﹁
せ
給
ふ
﹂︵﹁
給
ふ
﹂︶
を
使
用
﹂
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
穐
田
定
樹
［
二
〇
〇
八
］
も
変
体
漢
文
の
﹁
給
﹂
が
﹁
そ
の
行
為
を
特
定
個
人
の
も
の
と
す
る
傾
向
が
あ
る
と
言
え
よ
う
か
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
︵
４
︶
貞
信
公
記
・
九
暦
に
も
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
特
定
人
物
の
感
情
を
記
載
す
る
小
右
記
の
用
法
は
新
し
い
用
法
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
貞
信
公
記
・
九
暦
・
小
右
記
で
も
タ
イ
プ
Ａ
の
動
的
な
動
詞
の
例
を
見
出
す
の
は
難
し
い
よ
う
で
あ
る
。
調
査
・
引
用
資
料
源
氏
物
語
⋮
⋮
﹃
源
氏
物
語
大
成
﹄︵
中
央
公
論
社
︶、
蜻
蛉
日
記
⋮
⋮
﹃
改
訂
新
版
か
げ
ろ
ふ
日
記
総
索
引
﹄︵
風
間
書
房
︶、
枕
草
子
⋮
⋮
﹃
枕
草
子
総
索
引
﹄
︵
右
文
書
院
︶、
更
級
日
記
・
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
⋮
⋮
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
︵
小
学
館
︶、
和
泉
式
部
日
記
⋮
⋮
﹃
和
泉
式
部
日
記
総
索
引
﹄︵
武
蔵
野
書
院
︶
、
紫
式
部
日
記
⋮
⋮
﹃
紫
式
部
日
記
用
語
索
引
改
訂
増
補
﹄︵
巌
南
堂
︶、
讃
岐
典
侍
日
記
⋮
⋮
﹃
校
本
讃
岐
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